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F-751 
導電性導電性導電性導電性テープテープテープテープ（（（（イエローイエローイエローイエロー）））） 

取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書 

このたびはホーザン Ｆ-７５１ 導電性テープ 
（イエロー） をお買い上げいただき、まことにあ
りがとうございます。この取扱説明書をよくお読
みになり、正しくお使いください。また、お読み
になったあとも大切に保管してください。 

    注意文注意文注意文注意文のののの警告警告警告警告マークについてマークについてマークについてマークについて    

この取扱説明書ではご使用上の注意事項を次のように区別しています。 
  警告警告警告警告    …死亡、重傷をともなう重大事故の発生を想定してのご注意 
  注意注意注意注意    …傷害や物的損害を想定してのご注意 
なお、注意注意注意注意    として記載されていても、あるいは特に記述がなくても、状況によっては重大

な結果をまねく恐れがあります。正しく安全にご使用ください。 

    ごごごご使用上使用上使用上使用上のののの注意注意注意注意    

１．本品は導電性マットや導電床などと併用することで導電性を保ちます。ＥＳＤ対策用に 
    使用する場合は、必ずＥＳＤ対策が施された面に貼ってご使用ください。 

２．必ず本品（テープ）ではなく、導電性マット等貼り付け側を接地してください。接地しない 
    場合、本来の目的を達せず、現場内の電子部品などの破壊のほか、作業者の感電、 
    また環境によっては爆発などの誘因の恐れがあります。 

３．活線が触れないよう注意してください。感電の恐れがあります。 

警告警告警告警告    

    仕仕仕仕        様様様様    

イエロー ０.５ｍｍ 

※１ 次ページ参照     
※２ 導電性マットと併用時に限る 

色 
接地抵抗 

Ｒｇ≦１×１０９

９９

９Ω  ※２ 

ＥＳＤ管理値 ※１ 厚さ 

５０ｍｍ(Ｗ)×１０ｍ(Ｌ) 

外形寸法 重量 

５００ｇ ＮＢＲ 

材質 

2016/07/22 . 
MADE IN JAPAN 

１．貼付面のほこり、水分・油分などをよく拭き取ってから貼り付けてください。 

２．塩ビに対しては粘着力が劣るため、塩ビ製マットの目地処理には適しません。 

注意注意注意注意    

● 高温多湿、直射日光が当た 
   る場所には置かないでください。 

● 冷暗所で保管してください。 



16.01 ２２２２    

    ごごごご使用方法使用方法使用方法使用方法    

はさみなどで、必要場所に応じた長さにカットします。 １１１１    

貼付面のほこり、水分・油分などをよく拭き取り、きれいにしま

す。 

剥離紙を剥がし、空気が入らないように貼り付けます。 

２２２２    

３３３３    

導電性マット等貼り付け側の接地を確認します。 

本品は接地しないでください。 
４４４４    

本社 〒556-0021 大阪市浪速区幸町１-２-１２ 

       TEL(06)6567-3111 FAX(06)6562-0024 

補修部品については、ｗｅｂ上のパーツリストをご覧ください。 

ホーザン  通信販売 検索検索検索検索    通信販売もご利用いただけます。 

ＥＳＤ保護区域での表示用ラインテープや、導電性マットの目地、段差処理にご使用ください。 

作業スペースの 
区画割りに 

    静電気対策静電気対策静電気対策静電気対策のののの規格規格規格規格についてについてについてについて    
ホーザンの静電気製品は、国際規格（ＩＥＣ６１３４０-５-１）を基にした国内の団体規格（ＲＣＪＳ-５-１
※）を参考に管理しております。 

ＥＳＤ対策品マーク        があるものは、規格値に該当する製品であることを示します。 

本製品が該当する規格値は下表、１ページ仕様欄の「ＥＳＤ管理値」は当社基準値です。 

※一般財団法人 日本電子部品信頼性センター（ＲＣＪ）が公表している規格。 
   『静電気現象からの電子デバイスの保護 一般要求事項（ＲＣＪＳ-５-１）』 

表表表表：ＥＳＤ：ＥＳＤ：ＥＳＤ：ＥＳＤ保護保護保護保護アイテムにアイテムにアイテムにアイテムに対対対対するするするする要求事項要求事項要求事項要求事項（ＲＣＪＳ（ＲＣＪＳ（ＲＣＪＳ（ＲＣＪＳ----５５５５----１１１１：：：：２０１４２０１４２０１４２０１４からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋））））    

【【【【アイテムアイテムアイテムアイテム個別個別個別個別のののの要求事項要求事項要求事項要求事項】】】】    

 

点間抵抗 Ｒｐ（Ω） 
ＥＰＡグラウンド抵抗、または 

グラウンド可能接続点への抵抗 Ｒｇ
（Ω） 

床 ≦Ｒｇ＜１×１０９

  最小値 注１、注２ 

注１ …ＥＳＤＳを保護するための最小抵抗値というのはない。しかし安全性確保のために、最小抵抗値が必 
        要な場合がある。関連の国内基準、ＩＥＣ６１０１０-１、ＩＥＣ６０４７９、ＩＥＣ６０５３６、ＩＥＣ５０３６４を参照。 
注２ …人体接地の基本的な方法として履物/床システムを使用する場合には、合成抵抗はＥＳＤコーディ 
         
注３ …ＥＳＤコーディネータが承認した場合には、規定された下限抵抗値以下の抵抗は許容される。 

作業表面、保管棚、
トロリー及びカート 

１×１０４≦Ｒｐ≦１×１０１０

   注３ ７.５×１０５≦Ｒｇ≦１×１０９

   注３ 


